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序 章 岩国市景観ビジョンとは 

１．景観ビジョン策定の背景と主旨 

 

 

 

 

 

 

 

（１）景観づくりの必要性  

■失われると戻ってこない景観 

  本市の良好な景観は、私たちの祖先や先輩が大事に守り、育ててきたものです。しかし、

近年の機能性や経済性を過度に優先した開発や、生活様式の変化などにより、良好な景観

が失われつつあるなどの変化が現れてきています。 

  良好な景観は、一度失ってしまうと二度と戻ってきません。私たちが良好な景観に囲ま

れて生活をしていくためには、普段当たり前と感じている景観を守り、育てていく必要が

あります。 

■守り伝えるべき景観の多様化と拡大 

平成１８年３月に岩国市
い わ く に し

、由宇町
ゆ う ち ょ う

、玖珂町
く が ち ょ う

、本郷村
ほん ご う そ ん

、周
しゅう

東町
とうちょう

、錦町
にしきちょう

、美川町
みか わ ち ょ う

、美和町
み わ ち ょ う

の

８市町村が合併し、新しい岩国市が誕生しました。これにより、本市は自然景観、歴史・

文化景観、農山漁村景観、都市景観など、多様化した良好な景観を有するとともに、その

範囲も大きく拡大されることとなりました。 

今後は拡大された市全域を対象として景観行政を主体的に推進していく中で、これら

良好な景観を市民共通の大切な資産として整備・保全し、また新たに創出・誘導してい

くことが求められています。 
 

（２）より効果的な景観づくりに向けて  

■これまでの景観づくりへの取組 

  本市では、昭和１３年に錦帯橋を中心とした一体的な景勝を形成する城山
しろ や ま

や錦川
にしきがわ

周辺部

について錦帯橋
きんたいきょう

風致地区＊を指定し、自然環境と都市環境の調和を図るべく、良好な景観

の維持に努めてきました。 

  その後、平成９年４月に「岩国市街なみ景観条例」を制定し、同年７月に横山
よこ や ま

地区を「景

観形成地区」に指定、翌１０年に「横山
よこ や ま

地区景観形成計画」を定め、自主条例に基づく独

自の景観行政（Ｐ３の※１参照）を推進してきました。 

   

 

岩国市は、山口県東部に位置し、山・川・海の多彩で豊かな自然環境や、歴史的な建造

物・まちなみ等の多くの良好な景観に恵まれています。 

これらの景観資源を保全・継承し、魅力と特色ある景観づくりを進めるための一つの方

向性を示すものとして、市域の景観に関する広域的な基本方針となり、今後の景観施策の

柱となる『岩国市景観ビジョン』を策定します。 
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■景観法の制定と景観行政団体への移行 

岩国市では、これまでの取組を生かしながら、市内の多様な景観特性に合わせた独自の

景観行政を行っていくため、平成１９年６月１日に「景観法」に基づく景観行政団体＊と

なりました。 

「景観法」は、わが国初の景観に関する総合的な法律として平成16年に制定され、平

成１７年６月に全面施行されました。この法律は景観づくりのためのルールづくりを行う

しくみや、様々な支援のしくみを備えており、やる気のある市町村が景観行政の担い手と

なり、法に基づいた、より実効性の高い景観行政を行うことが可能となりました。 

 

（３）景観づくりの基本的方針の確立  

多様で良好な景観の将来的なあり方について、岩国市としての方向性を示さなければ、

市民や事業者と協働した景観づくりを進めることはできません。 

良好な景観は現在及び将来における大切な資産であるため、将来どのような景観を目指

すのかということは重要になってきます。 

そのため、景観法の理念（Ｐ３の※２参照）に基づき、本市の景観のあり方についての基本

的な方針や施策展開の方向性を示す「岩国市景観ビジョン」を策定することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な景観 
失われていく景観… 

自主条例によ

る景観形成

景観法の制定

と景観行政団

体への移行 

より実効性の

高い景観形成

が可能に！ 
合併による景観の 
多様化と範囲の拡大 

今後の景観施策の方向性を示す『景観ビジョン』の策定 

景観法に基づ

いた景観形成

の推進 
良好な景観の保全と創出 
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※１ 岩国市街なみ景観条例とは… 

○ 岩国にふさわしい景観の創出を目的として、市街地の良好な景観の形成、歴史的景観

の保全など、街なみ景観の形成に関する基本的な事項を定めた条例です。 

○ 景観形成地区に指定されている横山地区では、「岩国市街なみ景観条例」第 11条の

規定に基づき、下に掲げる行為をしようとする場合は、行為に着手する日の 30日前

までに岩国市長への届出が必要になります。 

（１）建築物等の新築、増築、改築、移転又は撤去 

（２）建築物等の外観変更を伴う修繕、模様替え又は色彩の変更 

（３）広告物の設置又は変更 

（４）木竹の伐採 

（５）その他景観形成に影響を及ぼす行為 

 

 

 

 

 

※２ 景観法の基本理念とは… 

○ 良好な景観は、美しく風格のある国土の形成と潤いのある豊かな生活環境の創造に不

可欠なものであることにかんがみ、国民共通の資産として、現在及び将来の国民がそ

の恵沢を享受できるよう、その整備及び保全が図られなければならない。 

○ 良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により

形成されるものであることにかんがみ、適正な制限の下にこれらが調和した土地利用

がなされること等を通じて、その整備及び保全が図られなければならない。 

○ 良好な景観は、地域の固有の特性と密接に関連するものであることにかんがみ、地域

住民の意向を踏まえ、それぞれの地域の個性及び特色の伸長に資するよう、その多様

な形成が図られなければならない。 

○ 良好な景観は、観光その他の地域間の交流の促進に大きな役割を担うものであるこ

とにかんがみ、地域の活性化に資するよう、地方公共団体、事業者及び住民により、

その形成に向けて一体的な取組がなされなければならない。 

○ 良好な景観の形成は、現にある良好な景観を保全することのみならず、新たに良好

な景観を創出することを含むものであることを旨として、行われなければならない。 
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２．景観ビジョンにおける「景観」とは 

 

 

 

■「景観」という語の成り立ち 

「景観」という語は、本来、ドイツ語や英語の翻訳語である学術用語として用いられてお

り、一般にはほとんど使われない用語でした。 

1980年代には徐々に、学術用語としてばかりではなく、一般用語としても使われるよう

になりましたが、はじめは、「人々が視覚的に捉えた地形・地物のさまからなる情報」の意

味で使われていました。 

 

■「景観」の捉え方の多様化 

「景観」は、本来「みられる」ものと、「みる」ものの両者があって成り立つものです。

近年、その「みる」側の景観の捉え方が多様化しており、「みる」側の人が様々な価値観を

持って、より深く「景観」を見るようになってきています。そのため、「景観」は表面的に

見えているものだけでなく、その地域の人々の生活や文化による「景観」の成り立ちも含め

て捉えられるようになっています。 

また、ただ視覚的に「景観」を捉えるだけでなく、そこに吹く風や感触、香り、聞こえて

くる音など、嗅覚、聴覚、触覚等も含めた五感を使って感じる印象も、「景観」をかたちづ

くる重要な要因になっているといえます。そのため、「景観」の捉え方は視覚的な狭い意味

だけではなく、「みる」側の人間が五感全てを活用して捉えられるものであると考えられま

す。 

 

■岩国市における「景観」の捉え方 
  以上を踏まえ、本市における「景観」は、地域の風土の基盤をなす自然環境を根幹とし

て、その風土に対応して築かれてきた文化や産業等といった地域の人々の生活によって形

づくられてくるもので、今後も変化していくものであると考えます。 
景観ビジョンにおいては、目に見えるものと、地域の歴史や文化、さらには五感を通じ

て感じられる地域の印象を含め、「景観」の背後にある地域性や歴史性等の関係を認識する

ことによってはじめて「景観」の全体像が把握できるものと考え、『岩国市の「自然」や「歴

史」、そこに育まれてきた「人と心の生活」をあらわすもの』と「景観」を定義することと

しました。 

岩国市の「自然」や「歴史」、そこに育まれてきた「人の心と生活」をあらわすもの
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３．景観ビジョンの役割 

  

 

 

  

『岩国市景観ビジョン』は、広い観点から市全域を捉えて、景観づくりの目標を定め、本市

における景観づくりを継続的に推進するための「基本方針」及び「景観施策の展開方向」を示

すものです。 

岩国市では、景観づくりのスタートラインとして、景観法の基本理念を踏まえながら、山口

県景観ビジョン（Ｐ６の※３参照）、岩国市総合計画（Ｐ６の※４参照）等の関連計画と連携・調整

した景観施策に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『岩国市景観ビジョン』は、広い観点から岩国市全域を対象にした、景観づくりのスタ

ートラインです。 

国 山口県 岩国市 

やまぐち未来 

デザイン 21 
岩国市総合計画 

【基本構想･基本計画】

各種計画等

山口県 

景観ビジョン 
美しい国づくり 

政策大綱 
岩国市 

景観ビジョン 

景観法 

支援

国の基本理 

念との整合 

国･県の基本

理念との整合

岩国市都市計画 
マスタープラン 

○公共事業景観形成ガイ
ドラインの策定 
○屋外広告物条例の制定

など

景観施策展開 
○啓発・人材育成 
○住民・市町村支援

○公共事業景観配慮 景観計画 

県景観条例

景観施策の更なる展開 
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※３ 山口県景観ビジョン 

■『美しいやまぐちづくり』の提案 

『美しいやまぐちづくり』とは、私たち一人ひとりが県土の良好な景観に気づき（再

発見し）、景観として感じ取り、住民・事業者・市町村・県が一体となって良好な景観

を「保全」・「創出」・「活用」しながら、まちづくり（まち・むら・地域づくり）に取

り組むことです。 

■基本目標 

①「心豊かな山口県」をめざします 

②「暮らしやすい山口県」をめざします 

③「訪れたくなる山口県」をめざします 

 

 

 

 

 

※４ 岩国市総合計画 

■将来像 

豊かな自然と都市が共生した活力と交流にあふれる県東部の中核都市 

－自然・活力・交流のまちづくり－ 

■基本理念 

○人と自然にやさしいまちづくり 

○人、もの、情報が行き交うまちづくり 

○参加と協働による個性あるまちづくり 
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４．景観ビジョンの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「岩国市景観ビジョン」では、岩国市の景観の成り立ちを踏まえ、その魅力や課題

の抽出・整理を行い、それらを踏まえた基本的な考え方を設定します。また、その考

え方の実現に向け、関係する主体が果たす役割を整理するとともに、具体的な取組に

ついての方向性を示します。 

第 1章 岩国市の景観 

１．岩国市の特徴 

２．岩国市における景観 

第２章 岩国市景観ビジョンの基本的な考え方 

１．景観づくりの基本理念 

２．景観づくりの基本目標 

３．景観づくりの基本方針 

第３章 景観づくりの進め方 

１．景観づくりの主体と役割 

２．今後の施策展開 

都市と生活の景観 農地と生活の景観 山と生活の景観 

川と生活の景観 海と生活の景観 歴史文化と生活の景観 

市の役割と取組 市民の役割と取組 

事業者の役割と取組 景観づくり関連団体の役割と取組 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』 

岩国らしい景観づくり 人や心を育てる景観づくり 

人が交わる景観づくり 市民協働による景観づくり 

豊かな自然を守り活かす 歴史文化を未来へつなぐ 

「心」を育てる「人」を育てる 交流と連携の輪を広げる 

活動の場をつくる 市民が主役になる まちづくりにつなげる 
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第１章 岩国市の景観 

１．岩国市の特徴 

  

 

 

 

■岩国市の位置と概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩国市の景観の成り立ちを再認識するため、岩国市の概況を整理し、岩国市で育まれて

きた景観の素地となる特徴を整理します。 
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■土地利用の概況 

 本市は、山口県東部に位置し広島、島根の両県に隣接するとともに、沿岸部は穏やかな

瀬戸内海
せ と な い か い

に面しています。総面積は 873.78k㎡で山口県全体の約 14.3％を占めています。 

 中心都市地域には、県東部の中心的役割を果たす行政や産業などの都市機能が集積して

おり、その周辺には住宅を中心とする市街地が形成されています。 

 南東部の瀬戸内海
せ と な い か い

沿岸では、四季を通じて温暖な気候に恵まれ、郊外型のベッドタウン

が形成されると共に、潮風
しお か ぜ

公園
こ う え ん

みなとオアシスゆうなどで海浜レジャーが楽しまれていま

す。 

 南部の玖珂
く が

盆地＊では、島田川
し ま た が わ

流域に広がる田園環境の中に住宅と商業施設等が混在した

市街地が形成されており、山陽自動車道玖珂
く が

インターチェンジ周辺においては、交通の利

便を活かした内陸型の工業団地が形成されています。 

市域中央から北部（山代
やま し ろ

地域＊）の中山間地域＊では、寂地山
じゃ く ち さ ん

（標高 1,337m）、羅漢山
ら か ん ざ ん

（標

高 1,109m）の高峰を背に山地、林野が広がるとともに、温泉や自然景勝地＊などを活か

した観光、交流施設が点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中中心心市市街街地地

玖玖珂珂
く が

盆盆地地のの工工業業団団地地 ららかかんん高高原原

沿沿岸岸部部のの由由宇宇
ゆ う

崎崎
ざき

団団地地
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■自然環境の概況 

本市は、瀬戸内
せ と な い

海
か い

国立公園、西中国
にしちゅうごく

山地
さ ん ち

国定公園、羅漢山
ら か ん ざ ん

県立自然公園といった豊か

な自然に恵まれ、山口県内最大の河川である錦川
にしきがわ

は、豊かな水をたたえ、美しい景観を

かたちづくりながら、柱島
はしらじま

などが浮かぶ瀬戸内海に注いでいます。 

自然公園でもある寂地山
じゃ く ち さ ん

、羅漢山
ら か ん ざ ん

などをはじめとする原生的な自然と四季折々の渓谷

美など多くの自然景勝地が点在している本郷
ほん ご う

地域や錦
にしき

地域、美
み

川
か わ

地域、美和
み わ

地域につい

ては、岩国の豊かな自然を感じさせる代表的な地域となっています。 

また、本市は錦川
にしきがわ

や島田川
し ま た が わ

、小瀬川
お ぜ が わ

をはじめとする河川の流域圏になっており、特に中

心部を貫流している錦川
にしきがわ

水系（支流39河川、流域面積884.9k㎡、河川延長331.93km）

は、豊富な水量と県内の主要河川の中で最も低いＢＯＤ濃度＊を保持する良好な水質に恵

まれています。さらに、「清流」と称えられる錦川
にしきがわ

水系は、多種多様な鳥類や淡水魚類な

どの生息環境となっているとともに、市民や来訪者に親しみと安らぎのある水辺空間を提

供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錦錦川川
にしきがわ

瀬瀬戸戸内内海海
せ と な い か い

木木谷谷峡峡
きだにきょう

寂寂地地
じゃくち

峡峡
きょう
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■歴史と成り立ち 

  瀬戸内海に面した岩国地域は、山口県東部の中心的な役割を担ってきました。まちの原

型は、1600年の関ヶ原
せ き が は ら

の戦いの後、出雲国富田＊12万石から岩国3万石（後6万石）に

移封された吉川
きっ か わ

広家
ひ ろ い え

が初代岩国藩主になって以降のことで、歴代藩主が干拓事業に努め、

明治維新を迎えるころには河口一帯に15ｋ㎡におよぶ干拓地を作り上げました。この時

代には、錦帯橋
きんたいきょう

の架橋や岩国半紙＊の専売など、様々な事業が行われ、城下町として栄え

ていました。 

  一方、由宇
ゆ う

地域は木綿織りの産地として知られ、玖珂
く が

地域及び周
しゅう

東
と う

地域は山陽道の宿場

町として栄えていました。また、中国山地の山々を背に豊富な水量を育む錦川
にしきがわ

水系に位置

する本郷
ほん ご う

地域、錦
にしき

地域、美
み

川
か わ

地域及び
お よ び

美和
み わ

地域は、平安
へい あ ん

期頃から｢周防
す お う

山代庄
やましろのしょう

｣と称され、

農林業や和紙のまちとして発展するなど、現在の本市の基礎が築かれました。 

  明治期以降は臨海部に各種の工場が設置され、重厚長大型の産業＊都市として発展する

とともに、旧日本海軍による岩国飛行場の建設を経て、戦後は米海兵隊岩国航空基地が置

かれたことで、基地のまちとしての色合が濃くなっていきました。 

  同時に、錦帯橋
きんたいきょう

に象徴される観光地として知名度を上げる一方、近年は広島市のベッド

タウンとしての役割を担うとともに、山陽自動車道の利便性を活かした企業誘致に力を入

れるなど、平成の大合併により新しく生まれた「岩国市」は多面性をもつ市として発展を

続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩岩国国
いわくに

城城下下町町 周周
しゅう

東東
とう

宿宿場場町町

臨臨海海部部のの工工場場群群 錦錦帯帯橋橋
きんたいきょう
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２．岩国市における景観 

 

 

 

 

（１）都市と生活の景観  

 岩国駅周辺を中心として、行政、産業、商業、文化、医療、交通などの都市機能が集積

しており、県東部の中心都市としての都市景観が形成されています。また、交通網の発達

や生活様式の変化により、その周辺の丘陵地や気候の温暖な沿岸部を中心に住宅等の市街

地が広がりつつあり、都市的な住宅地の景観が形成されています。 

また、交通網が発達している臨海部を中心に、石油・化学・製紙などの素材型工業をは

じめとするコンビナートが形成されており、本市の力強い産業をあらわす工業地帯の景観

が形成されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力 

   公共交通機関や道路、下水道などの都市基盤整備が充実しており、本市の都市機能

の中心的な役割を担っています。そのため、古くから産業や人々の交流の場として、

活力とにぎわいのある都市景観がつくりだされています。 

また、人々の生活空間としても、まちなかの快適な暮らしをあらわす都市的な住宅

地景観が形成されています。 

▼課題 

   人口減少と超高齢社会の到来、自家用車の普及や商業を取り巻く環境の変化などを

背景に、近年、中心市街地の衰退・空洞化が深刻化しており、にぎわいのある都市景

観が失われつつあります。また、経済性や効率性を過度に重視した開発等により、統

一感の無いまちなみや、歴史的な風情の喪失、屋外広告物＊の乱立などが課題となって

います。 

   県東部の玄関口であるとともに、交流の場、暮らしの場として、市民・事業者・行

政などの協働で美しい都市景観や良好なまちなみ環境の形成に積極的に取り組むこと

が求められています。 

各地域に住んでいる人々の生活の中で育まれてきた景観を、土地利用の状況を踏まえ

て分類、整理します。また、それぞれの景観における魅力と課題についても整理を行い

ます。 

岩岩国国
いわくに

駅駅前前ののアアーーケケーードド街街  臨臨海海部部のの工工場場
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（２）農地と生活の景観  

 本市は、全国有数のレンコンの産地であり、瀬戸内海
せ と な い か い

沿岸部を中心に広々としたハス田

の景観が広がっています。また、玖珂
く が

盆地の島田川
し ま た か わ

流域や祖生
そ お

をはじめとして、中山間地

域にはのどかな田園景観が形成されています。 

 北部の西中国
にしちゅうごく

山地
さ ん ち

の麓では、標高差と豊かなわき水を活かしたワサビ、コンニャクなど

の特産品も栽培がさかんに行われており、自然条件を活かした特徴的な生業をあらわす景

観がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力  

農地の景観は、自然とうまく付き合いながら人々が生活してきた歴史をあらわすも

のであり、自然の中で人々の営みが脈々と受け継がれていることで保全されてきた、

日本の原風景といえます。 

また、田植えや収穫など、季節によって変わっていく四季折々の景観の変化や、田

畑に生息するカエルや昆虫、鳥などの声、そこで栽培された作物の匂いや味など、五

感で四季を感じる代表的な景観であるともいえます。 

▼課題 

   近年、中山間地域を中心に農業従事者の高齢化や就業人口の減少、後継者不足など

から遊休・荒廃農地などが増えています。 

   農地は人々の生活の基盤であり、本市の生活文化を特徴づける景観でもあるため、

地産地消や担い手の確保のための都市部との交流など、農地景観の保全と再生に向け

た地域を越えた取組が求められています。 

尾尾津津
お づ

ののハハスス田田 祖祖生生
そ お

のの田田園園

錦錦町町
にしきまち

ののワワササビビ畑畑  東東谷谷
ひがしだに

ののそそばば畑畑
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（３）山と生活の景観  

市域中央から北部（山代
やま し ろ

地域）の中山間地域では、寂地山
じゃ く ち さ ん

、羅漢山
ら か ん ざ ん

の高峰を背に山地や

林野が広がっており、原生林と渓谷美などの自然景勝地として西中国
にしちゅうごく

山地
さ ん ち

国定公園や

羅漢山
ら か ん ざ ん

県立自然公園に指定され、貴重な自然景観として保全されています。 

また、西中国山地の麓に広がるなだらかな山々は、古くから林業などの産業の場として

も利用されており、手入れの行き届いた良好な森林景観がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力 

新緑や紅葉など、四季折々で変化に富んだ美しい顔をみせ、美しい四季の移り変わ

りを感じさせる豊かな景勝地であるとともに、校歌にも歌いこまれるなど、地域のラ

ンドマーク＊としても親しまれています。 

また、西中国山地の裾野はなだらかな地形となっていることから、その大半が暮ら

しの身近にあり、古くから人々との関わりが深い里山景観となっています。 

▼課題 

豊かで美しい自然景観が見られる一方で、過疎化や森林をとりまく営みの変化によ

り、一部では山の適切な管理が行われない状況が見られ、山を竹林が覆い景観のみな

らず環境までもが変化している現象や、自然豊かな里山景観の喪失などが課題となっ

ています。 

自然豊かな里山景観などは、人々の生活の営みが伴ってこそ継続し保全されるもの

であり、地域の自然を守る人々の意識向上や、再生に向けた地域を越えた連携が求め

られています。 

寂寂地地山山
じゃくちさん

  

ららかかんん高高原原

寂寂
じゃく

地地峡峡
ちきょう
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（４）川と生活の景観  

本市は、一級河川である小瀬川
お ぜ が わ

や二級河川の錦川
にしきがわ

、島田川
し ま た が わ

、由
ゆ

宇川
う が わ

など、多くの水系に恵

まれています。これらの河川は多種多様な鳥類や魚類の生息環境を育むとともに、周辺の自

然環境と相まって美しい河川景観をかたちづくりながら市域を流れています。 

また、河川はアウトドア＊や花見のスポットとしても市民や来訪者に親しみと安らぎの

ある水辺景観を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力 

河川は、広い流域の中で、上流、中流、下流で様々な顔を見せ、人々に豊かな自然

と潤いを感じさせる水辺景観をつくりだしているとともに、渓流釣りやキャンプ、カ

ヌーなど、水辺のレジャー空間としても活用されています。 

また、豊かな水量と良好な水質を誇る錦川
にしきがわ

水系をはじめとする河川は、流域の人々

の生活に欠かせない水源となっているとともに、山間部では林業、そして農業や漁業

をはじめとする人々の産業を支える身近な存在であり、古くから人の生活を支えてき

た貴重な資源となっています。 

▼課題 
豊かで美しい自然景観が見られる一方で、手入れ不足による河畔林＊の荒廃や、水害

に対する護岸工事などにより、河川本来の魅力を感じさせる景観が失われている箇所

も見受けられます。 

自然豊かな本市の景観の骨格をなす河川景観の保全、再生を図るとともに、人々の

生活の安全と自然環境の調和に配慮した河川づくりや、地域の自然を守る意識の向上

などが求められています。 

 

錦錦川川
にしきがわ

島島田田川川
し ま た が わ

のの桜桜づづづづみみ公公園園

小小瀬瀬川川
お ぜ が わ

のの弥弥栄栄峡峡
やさかきょう

錦錦川川
にしきがわ

ののカカヌヌーー
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（５）海と生活の景観  

  本市は、東側が瀬戸内海
せ と な い か い

に面し、柱島
はしらじま

３島とその一体は瀬戸内
せ と な い

海
か い

国立公園に指定されて

おり、瀬戸内海の穏やかな気候をあらわすのどかな景観と、美しい多島海景観を形成して

います。 

  また、瀬戸内海
せ と な い か い

沿岸部には人々の食生活を支える産業である漁業の景観などが多くみら

れるとともに、海水浴や潮干狩りなど、身近な海辺のレクリエーションの場としても、市

民や来訪者ににぎわいのある海辺景観を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力 

多くの島々が点在する瀬戸内海
せ と な い か い

特有の穏やかな景観は、日本で初めての国立公園と

して指定されており、古くから地域の人々に安らぎと潤いを与える風光
ふう こ う

明媚
め い び

な景観と

して親しまれてきました。 

また、瀬戸内海
せ と な い か い

沿岸は豊富な水産資源を有するとともに、自然を身近に感じられる

親水空間としても活用されており、地域の人々の生業やレクリエーションの場として

利用されていることにより、その景観が保たれています。 

▼課題 

人工的な埋立て、護岸整備などにより砂浜等が減少しているとともに、水質の悪化、

漂流ゴミの増加などにより、美しい海辺の景観の喪失が進んでいます。また、水産業

従事者の高齢化が進んでおり、生活を支える水産資源の減少も懸念されています。 

海辺景観の保全には、適切な保全と利用が不可欠であり、自然景観に配慮した港湾

の施設＊や海岸保全施設＊の整備に加え、利用する人々の意識の向上や、漁業をはじめ

とする産業の活性化などが求められています。 

みみななととオオアアシシススゆゆうう通通津津
つ づ

漁漁港港

柱柱島島
はしらじま

諸諸島島
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（６）歴史文化と生活の景観  

  歴史的・文化的な景観は、その地域に住む人々の生活の積み重ねにより、長い時間をか

けて育まれるものであり、その地域の風土をあらわす特徴的な景観となります。 

本市には、錦帯橋
きんたいきょう

に代表される城下町岩国の景観をはじめとして、山
さん

陽道
よう ど う

＊や山代
やま し ろ

街道
か い ど う

＊、

岩国
いわ く に

往来
お う ら い

＊といった歴史的な街道やその沿道に形成された玖珂
く が

・周東
しゅうとう

のような宿場町など、

歴史的な風情を感じさせる景観が各地域に多く残されています。 

  また、江戸時代から続く伝統的な漁法である錦川
にしきがわ

の鵜飼
う か い

、周防祖生
す お う そ お

の柱松
はしらまつ

行事といった

祭事、岩国
いわ く に

行波
ゆ か ば

の神舞
かん ま い

、山代
やま し ろ

神楽
か ぐ ら

といった伝統芸能など、地域の人々により長く受け継が

れてきた文化を感じられる景観も数多く見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△魅力 

江戸時代の城下町の名残をとどめる武家屋敷や神社仏閣、旧街道沿いの風情を残す

古い町家など、本市の歴史を物語るまちなみや建造物は、長い時間をかけて地域の人々

によって培われてきた生活文化を現す景観として、多くの人々を魅きつける本市の貴

重な観光資源になっています。 

また、江戸時代から伝わる神楽などの伝統芸能は、その起源や伝承において様々な

地域との文化交流の歴史を伝える貴重な景観資源にもなっています。 

▼課題 

都市化の波や過疎化による後継者不足などにより、長い時間守られてきた歴史的な

資源は徐々に失われる可能性があります。 

本市の歴史や文化を物語る貴重な景観資源として、これらの歴史的な資源を守り継

いでいくとともに、広くその価値を発信していくことで、地域ぐるみで歴史的・文化

的な景観の保存や継承を図っていくことが求められています。 

岩岩国国行行波波
い わ く に ゆ か ば

のの神神舞舞
かんまい

周周防防祖祖生生
す お う そ お

のの柱柱松松
はしらまつ

行行事事
ぎょうじ



 
第２章 岩国市景観ビジョンの基本的な考え方 
 

18 

第２章 岩国市景観ビジョンの基本的な考え方 

１．景観づくりの基本理念 

    
 
 

岩国の歴史や自然の豊かさを感じさせる魅力的な景観を保全するとともに、これらと調和し

た快適な生活景観の創出を図り、岩国らしい景観づくりを進めます。 

また、市民が愛着と誇りを感じ、来訪者の心に残る景観づくりを進めるために、関係する主

体が協働で岩国の景観を未来につないでいく取組を展開します。 
 

２．景観づくりの基本目標 
  
 
 
 
 

 

目標１ 岩国らしい景観づくり  

本市は、西中国
にしちゅうごく

山地
さ ん ち

から瀬戸内海
せ と な い か い

まで、その地形や気候風土、産業などを基盤とする多

様な景観がみられます。これらの景観の個性や価値を活かしつつ、調和のある岩国らしい

景観づくりを目指します。 
 
目標２ 人や心を育てる景観づくり  
本市の豊かな自然や歴史的なまちなみ、郷土の歴史や伝統文化は、岩国の宝として次世

代に良好な形で伝えていくべきものです。これらを大切にする心を育むため、景観づくり

を通じた人や心づくりを目指します。 

 
目標３ 人が交わる景観づくり  
  美しい景観は、多くの人をひきつけるため、様々な地域から多くの人々が訪れるように

なり、地域間での交流と連携が活発となります。これらは地域の活性化にもつながるため、

美しい景観を活かし多くの人が交わる景観づくりを目指します。  
 
目標４ 市民協働による景観づくり  
地域で育まれてきた景観を継承していくためには、そこに住む人々の積極的な参加や自

主的な取組が必要となってきます。今後は、市民の誰もが景観づくりに参加でき、自主的

に活動を展開できるしくみづくりを目指します。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』 

目標３ 
人が交わる景観づくり 

 

目標１ 

岩国らしい景観づくり 
目標２ 

人や心を育てる景観づくり 

目標４ 

市民協働による景観づくり 
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３．景観づくりの基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市では、４つの目標像の実現に向けて、以下の８つの基本方針を掲げます。 

目標１ 岩国らしい景観づくり 

 

方針１ 豊かな自然を守り活かす 

方針２ 歴史文化を未来へつなぐ 

景観づくりの基本目標 景観づくりの基本方針 

目標２ 人や心を育てる景観づくり

 

方針３ 「人」を育てる 

方針４ 「心」を育てる 

目標３ 人が交わる景観づくり 

 

方針５ 交流と連携の輪を広げる 

方針６ まちづくりにつなげる 

目標４ 市民協働による景観づくり

 

方針７ 市民が主役になる 

方針８ 活動の場をつくる 
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方針１ 豊かな自然を守り活かす 

自然公園に指定された緑豊かな西中国
にしちゅうごく

山地
さ ん ち

や岩国市を縦断する清流錦川
にしきがわ

、中山間地域

に広がる穏やかな里山や瀬戸内海
せ と な い か い

などの豊かな自然環境は、それ自体が優れた自然景観

を形成するとともに、本市の地域産業とも密接に関わりを持ち、農業や林業、漁業など、

人々の営みの景観を形成する重要な基盤となっています。 

『岩国らしい景観づくり』では、本市の景観や生活の基盤となっている自然環境の保

全と再生を図り、これらと調和のとれた穏やかな景観づくりを進めます。 

 

 

方針２ 歴史文化を未来へつなぐ 

錦帯橋
きんたいきょう

や城下町、山
さん

陽道
よう ど う

や岩国
いわ く に

往来
お う ら い

など旧街道の面影を残すまちなみや、山代
やま し ろ

地域の

伝統芸能をはじめとする地域の人々の生活・風習や伝統を伝える神楽や祭事などは、岩

国市で育まれてきた歴史や文化を伝える重要な資源です。 

『岩国らしい景観づくり』では、岩国市が誇るこれらの歴史的資源を守り活かして

いくことで、地域の歴史文化を未来へつないでいく景観づくりを進めます。 

 

 

方針３ 「人」を育てる 

    多くの市民が主役となり、景観づくりにさまざまな形で関わりを持つことで、岩国ら

しい景観を形づくる多くの資源が守られ、育てられていきます。 

    『人や心を育てる景観づくり』では、地域の景観を守り、育てていく活動の中心とな

って活躍できる「人」を育てていくとともに、その「人」を中心として活動を地域全体

に広げていけるような取組を進めていきます。 

 

 

方針４ 「心」を育てる 

    景観づくりには、まず地域の美しい景観の魅力を理解することからはじまります。普

段の生活においても地域の景観に誇りを持ち、かけがえのない市民共通の財産として認

識することが大切です。 

    『人や心を育てる景観づくり』では、市民一人ひとりが地域の景観に誇りを持ち、守

り育てていく「心」を持てるように、市民の景観に対する意識を育てていく取組を進め

ていきます。 
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方針５ 交流と連携の輪を広げる 

美しい景観は、多くの人々をひきつけるため、景観づくりを進めることで様々な地域

との交流を生み出し、その活動や取組で地域を越えた連携を図ることができます。 

『人が交わる景観づくり』では、地域の景観づくりを進めることで、都市部と山間部、

または市域を超えた交流や連携を生み出すような活動や取組を進めていきます。 

 

 

方針６ まちづくりにつなげる 

    本市の美しい景観は、多くの来訪者を誘う貴重な観光資源になっています。これらの

景観資源を積極的に活用していくことで、より多くの人々が訪れ、観光振興による地域

の活性化にもつながっていきます。 

    『人が交わる景観づくり』では、景観資源を積極的に活用するとともに、その周辺に

おいてもさらなる景観づくりを進めることで、地域のまちづくりにもつながっていくよ

うな取組を進めていきます。 

 

 

方針７ 市民が主役になる 

    市民は、美しい景観に囲まれ、心地よい快適な環境を享受する存在であるとともに、

生活の中にある身近な景観をつくりだす主役でもあるため、景観づくりを進めていくた

めには、市民の参加が大切になってきます。 

    『市民協働の景観づくり』においては、景観づくりに対する関心や理解を高めるため

の情報発信を積極的に行っていくとともに、市民が参加しながら景観づくりを進めるこ

とができるしくみや、市民主体によるルールづくりを進めていきます。 

 

 

方針８ 活動の場をつくる 

    景観づくりへの積極的な市民の参加を促すためには、まず公共空間の景観づくりを先

導的に進め、その公共空間を中心として景観づくりの取組を周辺に広げていくことが必

要となってきます。 

    『市民協働の景観づくり』においては、行政が公共空間において先導的な景観づくり

を進めていくことで、多くの市民が参加しやすい活動や取組の場をつくるとともに、そ

の活動や取組を広げていけるようなしくみづくりを進めていきます。 
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第３章 景観づくりの進め方 

１．景観づくりの主体と役割 

 

 

 

 

「景観法」では、法の基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関して責務を負う主体

として「国」、「地方公共団体」、「事業者」、「住民」があげられています。（Ｐ２３の※４参照） 

本市においても、景観づくりを進めるためには、そこに生活する「市民」や「事業者」、

地方公共団体である「岩国市」が、美しい景観は地域の共通財産であるという認識を共有

し、適切な役割分担のもと、連携しながら取組を展開していくことが必要となります。 

また、本市には「景観ウォッチャー」をはじめとして、景観づくりに関連したＮＰＯ、

市民団体など、住民の中でも積極的に景観づくりに関連した活動を行っている組織、団体

が数多くあります。 

今後、景観づくりを進めていく上では、これら既存の団体などが「市民」を巻き込んだ

先導的な活動を広げていくとともに、「事業者」や「岩国市」と連携した取組を進めていく

ことで各主体間をつなぎ、景観づくりのネットワーク化を図っていくことが必要となりま

す。 

本ビジョンでは、景観に関連した活動を行っている既存の組織や団体を「景観づくり関

連団体」として景観づくりの主体に位置づけ、下に示すような連携のもと、各主体が協働

で『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』の実現に向けた景観づくりを

進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩国市では、『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』の実現に向け、

関係する主体がそれぞれの役割を果たしながら協働して景観づくりを進めていきま

す。 

協力 
 
連携

支援

参加 

協力  連携 

市 民 
●地域景観への関心・理解 
●景観づくりへの参加 
●地域景観への配慮 

事 業 者 
●地域景観への理解 
●景観づくりへの協力 
●景観に配慮した事業の実施 

岩 国 市 
●ルールづくり・体制づくり 
●取組への支援 
●情報発信、普及啓発 

景観づくり関連団体 
●先導的な行動や活動 
●各主体への働きかけ 
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（１）市の役割と取組  

  岩国市は、市民や他の主体とともに景観づくりを進めていく基盤づくりとして、その連携体制やル

ールづくりなどの取組を主体的に推進していく立場にあります。 

  『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、住民等

と協働しながら地域の景観特性に応じたルールづくりを行うとともに、公共が率先して景

観づくりを行っていくための施策展開を図ります。 

また、今後の景観づくりに向けた人材育成や市民が活動に参加できる場の拡大を図るた

め、市民参加型のプロジェクトを展開するとともに、他の主体の取組に対し、国や県も含

めた支援を行っていくための窓口や、市内外への情報発信の拠点としての役割を担ってい

きます。 

具体的な取組は、「２．今後の施策展開」（Ｐ２８～３０）に示しますが、上記の役割を

踏まえ、岩国市では市全体の景観づくりの基本ルールとなる「景観法に基づく景観計画の

策定」と、市民と協働して景観づくりを進める「景観ウォッチャー制度の推進」を今後の

施策の柱として位置づけるとともに、景観づくりに関連した様々な施策の展開を図ってい

きます。 
 

 

 

 

※４ 景観法における国、地方公共団体、事業者、住民の責務とは… 

 ○国の責務 

・国は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する施策を総合的に策定し、及び実施する

責務を有する。 

・国は、良好な景観の形成に関する啓発及び知識の普及等を通じて、基本理念に対する国民の理

解を深めるよう努めなければならない。 

 ○地方公共団体の責務 

・地方公共団体は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成の促進に関し、国との適切な役割分

担を踏まえて、その区域の自然的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有

する。 

 ○事業者の責務 

・事業者は、基本理念にのっとり、土地の利用等の事業活動に関し、良好な景観の形成に自ら努

めるとともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力しなけれ

ばならない。 

○住民の責務 

・住民は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する理解を深め、良好な景観の形成に積

極的な役割を果たすよう努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に

関する施策に協力しなければならない。 
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（２）市民の役割と取組  

  市民は、生活の営みの中で育まれてきた本市の美しい景観に囲まれ、快適な生活環境を

享受する存在であるとともに、生活と密接に関わっている身近な景観をつくりだす主体で

もあります。 

  『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、市民一

人ひとりが身近な景観への関心を持ち、個人の建物なども景観を構成する要素であること

を認識するとともに、景観ウォッチャー制度への登録など、「景観づくり関連団体」が行う

景観づくりに関連した活動への積極的な参加をしていくことで、景観づくりの主役となっ

て行動をしていくことが望まれます。 
   

   市民の取組 

●景観づくりへの積極的な参加と自発的な行動 

●法・条例などの遵守と、景観づくりに関するモラル・マナーの向上 

●日常の周辺景観への関心と地域の景観への理解・配慮 

●公共事業や景観施策に対する関心・参加 

●他の主体が実施する景観づくりの活動や施策への参加・協力         など 

 

 

  【取組の具体例】 

・自宅の生垣や花壇、周辺の公園管理や街路清掃などの身近な景観づくり 

・建築物の意匠・形態・色彩における周辺の景観や自然環境への配慮 

・歴史的な建造物や樹木などの適切な保存と活用 

・地域のワークショップ＊、タウンウォッチング＊などへの参加 

・景観ウォッチャー制度への登録 

・景観シンポジウム、景観セミナーなどへの参加による景観意識や知識の向上 

・行政が開催する景観施策の策定に関連した取組・活動などへの参加      など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コラム■ 『岩国市の「景観ウォッチャー制度」』 
景観ウォッチャーとは、景観の専門家、景観を注意深く観察する人、景観に関する問題研究家を意味しています。 

 
 
岩国市では、市民と一緒に景観づく

りに取り組むため、「景観ウォッチャ

ー」制度を設けています。 
これまで、タウンウォッチングによ

る地域の景観を学ぶ活動や、景観ビジ

ョン策定のためのワークショップへ

の参加など、市民レベルの景観専門家

としての活動を展開しています。 
タウンウォッチングの様子 
 

ワークショップの様子 
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（３）事業者の役割と取組  

  事業者は、その事業活動の実施において、地域の景観づくりに大きな役割を担う立場にあります。

また、地域の景観を活用した事業活動はにぎわいの創出にもつながるため、地域の活性化にも大きな

役割を担っています。 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、事業者

が地域の景観に関心を持ち、法令や規制の遵守など、地域の景観に配慮した責任ある事業の実施を行

うとともに、他の主体が行う景観づくりの取組に積極的に参加していくなど、地域と連携した景観づ

くりへの協力が望まれます。 

 

 

   事業者の取組 

 ●地域の景観への理解と配慮 

 ●事業活動における法・条例などの遵守と、景観づくりに関する配慮 

 ●他の主体が実施する景観づくりの活動や施策への参加・協力 

 ●景観資源を活かした事業活動の実施                  など 

 

 

 

   【取組の具体例】 

・建築物の意匠・形態・色彩、屋外広告物などにおける地域の歴史文化への配慮 

・歴史的な建造物や樹木などの適切な保存と活用 

・公共空間周辺における自然環境や眺望に配慮した工作物などの設置 

・周辺景観との調和に配慮した事業施設や広告物の設置 

・地域でのワークショップ、タウンウォッチングへの参加 

・地域の景観を活かした観光プログラムの開発               など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コラム■ 『土蔵造りの漬物工場とレトロなつけもの物語り舘』 
漬物の製造・販売を行う「うまもん（株）」は城下町に残る歴史的な建造物を事業活動に活かした企業です。 

 
 
「うまもん（株）」の本社工場は、築

100 年を超える内蔵のある本格的木

造住宅で、旧商家の雰囲気を残す貴重

な建物です。 

昭和初期のレトロな建物を改装した

「うまもんレトロ館」と併せて、錦帯

橋の観光ルートの一つとしても親しま

れており、歴史的な建造物を事業活動

の資源としても守り活かしています。
うまもん本社工場の外観 漬物の歴史にふれることが 

できる「うまもんレトロ館」
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（４）景観づくり関連団体の役割と取組  

  景観づくり関連団体は、これまでに実施している景観に関連した様々な取組や活動をさらに展開し

ていくことで、市民主体の景観づくりの先駆的な役割とともに、関係主体への働きかけや各主体間の

情報共有のための橋渡しを担う役割が期待されます。 

  『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』を実現するためには、景観づ

くりに関連した活動を行っている既存団体が各主体への積極的な働きかけを行っていくと

ともに、関係する主体が先導的な活動に参加・協力していくことで、その取組が市民に広

がっていくことが望まれます。 

 

 

   景観づくり関連団体の取組 

 ●景観ウォッチャー制度への積極的な参加・登録 

●現在実施している活動の更なる展開 

●公共事業や景観施策に対する提案・提言などによる協力 

  ●他の主体が参加しやすい景観に関するイベントや学習会等の企画 

  ●他の活動団体などとの相互連携 

  ●行政との協働による市民、事業者への情報発信             など 

 

 

   【取組の具体例】 

・景観ウォッチャー制度への参加呼びかけ 

・竹林整備や歴史的な街道の整備など、地域の自然環境や歴史文化を守る活動の実施 

・地域の歴史文化や自然環境を学ぶイベントなどの開催 

・景観計画の策定への提言・参加 

・景観展や写真展など、地域の景観に関する情報発信 

・地域のタウンウォッチングやセミナーにおける講師やガイドの実施     など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■コラム■ 『本市で行われている景観づくりに関連した活動』 
 地域の自然環境や歴史文化を守る活動をはじめ、様々な団体が景観づくりに関連した活動を行っています。 
 
 
 

日本三大美竹林＊の一つに称される

錦川の美竹林を再生し、市民の憩の場

とする活動を行っている「美竹林ボラ

ンティア錦川」や、歴史的な岩国往来

の復元を通じ、沿道地域の地域資源を

活かしたまちづくり活動を行ってい

る「岩国往来まちづくり協議会」をは

じめとして、本市では様々な団体が景

観づくりに関連した活動を各地で行

っています。 
 

「美竹林ボランティア錦川」 
による中学生参加の竹林整備 

 

「岩国往来まちづくり協議会」 
によるウォーキングイベント 

（参考資料に景観づくりに関連した活動団体の一覧を掲載しています。） 
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■景観ウォッチャー制度と今後の展開 

 現在岩国市では、市民と協働で景観づくりに取り組むため、「景観ウォッチャー」制度を設けており、

平成１９年６月の発足以来、市内の様々な景観資源の収集や「景観ワークショップ」への参加を通して景

観づくりの取組を進めてきました。 

年月 活動事項 活動内容 
平成１９年 ６月 景観ウォッチャー制度の開始 一般市民への公募・登録 

平成１９年１１月 平成１９年度 
第１回岩国景観ワークショップの開催 

今津地区のタウンウォッチングと壁新聞の作成 

平成２０年 ２月 平成１９年度 
第２回岩国景観ワークショップの開催 

景観資源の分類整理と景観歳時記の作成 

平成２０年 ３月 平成１９年度 
第３回岩国景観ワークショップの開催 

各地域の景観特徴の分析 

平成２０年 ７月 平成２０年度 
第１回岩国景観ワークショップの開催 

岩国市における「景観」と「景観づくり」の検

討、岩国市の景観の魅力と課題の検討・整理 
平成２０年７～８月 岩国市景観展の開催 岩国市の景観資源や平成１９年度に開催した景

観ワークショップの成果などを展示 

平成２０年 ９月 平成２０年度 
第２回岩国景観ワークショップの開催 

岩国市の代表的な景観タイプの特徴と課題、景

観づくりのテーマについての検討・整理 

平成２０年１２月 平成２０年度 
第３回岩国景観ワークショップの開催 

景観ビジョンのキャッチフレーズとテーマの検

討 

平成２１年 ７月 平成２１年度 
第１回岩国景観ワークショップの開催 

景観づくりの主体と役割の整理 

平成２１年 ８月 平成２１年度 
第２回岩国景観ワークショップの開催 

景観づくりの基本目標に対する各主体の取組・

行動の検討 
平成２１年１０月 平成２１年度 

第３回岩国景観ワークショップの開催 
良好な景観づくりのためのプロジェクトの検討 

 
今後は、景観ウォッチャーの登録制度をより幅広い市民や団体を対象としたものに広げていくとともに、

将来的には自主的な活動や運営を行うための活動を促進していくことにより、この景観ウォッチャー制度

の更なる推進を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市主 
体の活動 
や運営 

景観ウォ 
ッチャー 
主体の活 
動や運営 

運営支援 自主運営 

○個人や団体も含めた登録の推進 

○景観ウォッチャー対象のセミナーや勉

強会などの開催 

○ワークショップやタウンウォッチング

の開催などによる景観ウォッチャーの

活動支援 

○景観に関するイベントやプログラムな

どの自主企画 

○屋外広告物の除去など、景観ウォッチ

ャーによる景観づくり活動の実施 

○景観ウォッチャーによる市民向け講座

やセミナーの開催 
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２．今後の施策展開 

 

 

 

  岩国市が４つの基本目標と８つの基本方針に沿って推進していく施策展開について、今後取り組む具

体的な施策を、概ね 5 年以内に取り組む「短期」施策と、その後に取り組む「中長期」施策に分けて

示します。 

   

景観づくりの基本目標 

 目標１ 岩国らしい景観づくり 

基本方針 

 方針１ 豊かな自然を守り活かす    方針２ 歴史文化を未来へつなぐ 

施策展開 

短 期 ・景観法に基づく景観計画の策定  

・伝統的建造物群保存地区＊指定への取組をはじめと

する錦帯橋周辺の歴史的なまちなみ景観の保全 

・錦帯橋の世界文化遺産登録＊に向けた取組の推進 

景観づくりのルール設定 

 

中 長 期 ・錦帯橋風致地区の制度推進 

・屋外広告物条例の制定 

短 期 ・市街地における街路樹の適正な管理 

・都市の緑化率向上や都市緑化の推進 

・公共事業における景観形成ガイドラインの作成 

景観に配慮した公共事業の実施 

中 長 期 ・歴史まちづくり法＊などを活用した事業の実施 

・自然環境に関する基礎データのとりまとめ 

・自然環境や景観に配慮した公共事業の実施 

 

 

景観保全に向けた支援 短 期 ・耕作放棄地対策などの田園景観保全に向けた支援 

・農地の環境保全や里山の再生活動への支援 

 

 

 

 

岩国市は、『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』の実現に向け、基本目標・

基本方針に基づいた施策を展開していきます。 
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景観づくりの基本目標 

 目標２ 人や心を育てる景観づくり 

基本方針 

 方針３ 「人」を育てる    方針４ 「心」を育てる 

施策展開 

人材育成への支援 短 期 ・景観ウォッチャー制度の推進 

・農林水産業の担い手育成への支援 

・郷土の歴史や伝統・文化を伝える後継者の育成 

短 期 ・景観セミナー、景観シンポジウムの開催 景観に関する普及啓発イベント

の実施 
中 長 期 ・地域別タウンウォッチングの開催 

短 期 ・市民向けの景観講座の開催 

・地域づくり団体との協働による体験学習の実施 

 

市民への景観に関する教育 

中 長 期 ・小学校・中学校などへの景観教育の実施 

 

景観づくりの基本目標 

 目標３ 人が交わる景観づくり 

基本方針 

 方針５ 交流と連携の輪を広げる    方針６ まちづくりにつなげる 

施策展開 

短 期 ・農林水産業や地域の伝統文化の体験を通じた都市

部と農村・漁村地域の交流連携事業の実施 

・五感で各地域の四季や景観を感じることができる

交流イベントの実施 

・地域づくり団体との協働による体験学習の実施 

体験・交流プログラムの推進 

中 長 期 ・景観を体験できるルートマップの作成 

・先進的な取組を実施している他自治体などとの交

流イベントの開催 

短 期 ・景観に関連したホームページや広報の充実 

・交流施設や広報を活用した景観関連の取組や活動

の紹介 

 

 

市内外への景観に関する情報発信 

中 長 期 ・イベント時の写真展などによる景観資源の紹介 
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景観づくりの基本目標 

 目標４ 市民協働による景観づくり 

基本方針 

 方針７ 市民が主役になる    方針８ 活動の場をつくる 

施策展開 

短 期 ・景観ウォッチャー制度の推進 

・ワークショップを活用した景観施策の検討 

・地域づくり団体との協働による体験学習の実施 

市民参加型プログラムの推進 

中 長 期 ・市民提案型景観資源データベースの作成・更新 

短 期 ・市民や活動団体による景観展の開催 市民による活動情報の発信 

中 長 期 ・市のホームページやメーリングリストなどを活用

した市民や活動団体による情報交換の場の創出 

短 期 ・農地の環境保全や里山の再生活動への支援 市民や事業者の活動に対する支援

や顕彰 
中 長 期 ・景観づくりに関する助成制度の導入 

・景観づくり大賞などの顕彰制度の導入 

短 期 ・市街地における街路樹の適正な管理 

・都市の緑化率向上や都市緑化の推進 

・公共事業における景観形成ガイドラインの作成 

 

 

景観に配慮した公共事業の実施 

中 長 期 ・歴史まちづくり法などを活用した事業の実施 

・自然環境に関する基礎データのとりまとめ 

・自然環境や景観に配慮した公共事業の実施 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 資 料
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参考資料 

１．岩国市景観ビジョン策定の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩国市景観ワークショップの開催 岩国市景観ビジョンの検討 

第1章 岩国市の景観 

岩国市の特徴 

岩国市における景観 

第２章 岩国市景観ビジョンの基本的な考え方

景観づくりの基本理念 

景観づくりの基本目標 

景観づくりの基本方針 

第３章 景観づくりの進め方 

景観づくりの主体と役割 

今後の施策展開 

＜第1回検討テーマ＞ 

『景観・景観づくりとは』 

『ここが素敵、ここが変だぞ 

岩国の景観』

＜第2回検討テーマ＞ 

『岩国の景観を分類しよう』 

『みんなで考えるふるさと岩国の 

景観づくりの目標像』

＜第3回検討テーマ＞ 

『景観ビジョンのキャッチフレーズ・ 

テーマを考えよう』

＜第1回検討テーマ＞ 

『景観づくりの役割分担を整理しよう』 

＜第２回検討テーマ＞ 

『景観づくりに必要な取組・行動を整理しよう』

＜第３回検討テーマ＞ 

『景観づくりのためのプロジェクトを考えよう』

序章 岩国市景観ビジョンとは 

景観ビジョンにおける「景観」とは 

景観ビジョン策定の背景と主旨 

景観ビジョンの役割 

景観ビジョンの構成 

●岩国市景観ビジョン策定庁内連絡調整会議 

■パブリックコメント制度の実施 
■市政市民会議への諮問・答申 

平
成
20
年
度 

平
成
21
年
度 

岩 国 市 景 観 ビ ジ ョ ン の 策 定 

景観ビジョンの検討にあたっては、景観
ウォッチャーの参加によるワークショッ
プを計６回開催し、ビジョンの項目に沿っ
たテーマを設けて検討を行いました。 

※景観ビジョンの橙色の項目がワークショップ 
の検討結果を反映させた項目です 
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２．岩国景観ワークショップの検討結果 

 

  ■平成２０年度 第１回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成20年7月27日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参加人数 １３名（３グループに分かれて検討） 

目 的 ・景観ビジョンやその後の景観施策の基本となる「景観」と「景観づくり」という

言葉の定義を共有しました。 
・定義した「景観・景観づくり」（他のグループの定義も含む）を意識しながら、日

常生活の中で感じる「魅力ある景観」、「問題を感じる景観」について、その理由

とともに検討・整理を行いました。 

プログラ

ムと作業

概 要 

１． 開会あいさつ 

２． グループでの他己紹介 

グループ内で２人１組になり、名札に記載する項目をお互いに聞き出すととも

に、グループペアになった参加者の紹介を行いました。 

３． 「景観」と「景観づくり」とは 

「景観」と「景観づくり」からイメージする単語を付箋紙に書き出し、共通する

付箋紙をグルーピングしていきながら、各グループでそれぞれの定義する意味をま

とめました。 

４． 岩国の景観のここが素敵 

  １つの付箋紙に、「ここが素敵（魅力ある景観）」をその理由と併せて書き出し、

共通した付箋紙をグルーピングするとともに、理由や魅力を高める方策も含めて

魅力ある景観としてまとめました。 

５． 岩国の景観のここが変 

４、と同様の作業を行いました。 

６． グループ発表 

 各グループの代表による発表を行いました。 

７． まとめ 

８． お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループの検討の様子 
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【『景観・景観づくりとは』について】 
 
 
 
 

【『ここが素敵、ここが変だぞ岩国の景観』について】 

ここが素敵な景観 
『錦川』の景観、『海の自然』の景観、『山の自然』の景観、 

『生活・人為』の景観、『異文化』の景観 

ここが変な景観 
『手入れの不備』が原因の景観、『モラルの低下』が原因の景観、 

『利便性の追求』が原因の景観、『不調和』が原因の景観 
 

「景観」とは、「心」「歴史」「自然」「人」などが密接に関わりをもって形成されているもの 

「景観づくり」には、「調和」と「継続性」、「個人の自律性」と「モラル」が重要 

グループA 

 
 
【『景観・景観づくりとは』について】 
 
 
 
 
 
【『ここが素敵、ここが変だぞ岩国の景観』について】 

ここが素敵な景観 

『錦川と調和』した景観、 

『錦川への挑戦』の景観（歴史的なつながり） 

『身近な所』の景観、『自然』の景観 

ここが変な景観 

『歴史性と不調和』が原因の景観、 
『管理方法の不備』が原因の景観（錦川沿岸） 
『行政や住民の意識』が原因の景観 

 

グループB 

 
 
【『景観・景観づくりとは』について】 
 
 
 
 
 
【『ここが素敵、ここが変だぞ岩国の景観』について】 

ここが素敵な景観 

『錦川を主体とした自然』の景観、『歴史・伝統』の景観、 

『生活』の景観（自然と歴史の融合）、 

『山→川→海のパノラマ』の景観（全てが詰まった景観） 

ここが変な景観 

『自然の荒廃』が原因の景観（水質悪化や過疎）、 

『意識の低さ』が原因の景観（もっと魅力があるのに）、 

『歴史性との不調和』が原因の景観、『調和がない』ことが原因の景観 

 

グループC 

「景観」とは、「心」「歴史」「自然」「生活」が密接に関わりをもって形成されており、「目で見る美しさ」

のある「景色」 

「景観づくり」は、「自然」を活かし、「歴史」を守り、「身近な景観」をつくり、「生活」の中で取り組む

「景観」とは、歴史的なものと新しいものの『調和』（キーワードは『調和』） 

「景観づくり」は、一人ひとりが『意識』をもって、「安心・安全」や「統一感」を大切に行う 

（キーワードは『意識』） 



 
参考資料 
 

34 

 

  ■平成２０年度 第２回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成20年９月2３日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参 加 人 数 １５名（３グループに分かれて検討） 

目 的 ・市全域を面・線・点を意識した広域的な視点で捉えて景観の現況把握を行うとと

もに、基本的課題の把握・整理を行いました。 

・景観タイプごとに景観づくりのテーマを考えることにより、ビジョンの理念・基

本方針等を第3回で検討するための足がかりをつくりました。 

プログラム

と作業概要 

１．開会あいさつ 

２．前回のおさらい 

３．ふるさと岩国の景観を分類しよう 

市の全図や過去のＷＳ成果等を確認しながら、共通した「景観タイプ」をグル

ーピングし、図面上にゾーニングしました。 

４．みんなで考えるふるさと岩国の景観づくりの目標像 

  付箋紙に、景観づくりのキーワードを書き出し、共通した付箋紙をグルーピン

グすることにより、キャッチフレーズやテーマとしてまとめました。 

５．グループ発表 

  各グループの代表による発表を行いました。 

６．まとめ 

７．お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループの検討の様子 

各グループの発表の様子 
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【岩国市に見られる景観タイプと景観づくりの目標像】 

景観タイプ 景観づくりの目標像 

１．市街地景観 『周辺と調和のとれた市街地景観づくり』 

２．里山景観 『地域資源を活用した継続性のある里山景観づくり』

３．河川景観 『安心・安全、環境に配慮した景観づくり』 

４．山地景観 『安心・安全、環境に配慮した景観づくり』 

５．島景観 『生命の源 人情のある景観づくり』 

 

グループA 

 
 
【岩国市に見られる景観タイプと景観づくりの目標像】 

景観タイプ 景観づくりの目標像 

１．山地樹林景観 『年代を越えた山地樹林の景観づくり』 

２．農地景観 『農地景観の維持』 

３．海岸線景観 『美しい砂浜の保全』 

４．工場景観 ※第３回に検討 

５．基地景観 ※第３回に検討 

６．市街地景観（市街地型、盆地型） 『街を愛する心』 

７．河川景観（河川型、湖型） 『他力本願をやめ自ら取り組む』 

８．歴史・文化・街道景観 

（街道型、歴史・城下町型） 
『地区、行政、ボランティアの協働』

 

グループB 

 
 
【岩国市に見られる景観タイプと景観づくりの目標像】 

景観タイプ 景観づくりの目標像 

１．自然景観 

（自然林型、林業・里山型） 
『自然を守り、人を育てる』 

２．生活景観 

（市街地・盆地型、歴史型、工業型） 

『発見・保存・調和・共生・ 

情報の発信』

３．水系景観（河川型、ダム型） 『きれいな水を守る』 

４．交通景観 

（道路型、港・空港・無線基地型） 
『自然と調和した人工美』 

５．田園景観 『もっと田舎を知る・守る』 

６．瀬戸内景観 『きれいな海（渚）をまもる』 

７．花鳥風月景観 『守るための活用、意識の啓発』 

 

グループC 
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  ■平成２０年度 第３回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成20年12月7日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参 加 人 数 ９名（１グループで検討） 

目 的 ・市域全域を対象とした「景観づくりの目標像（景観ビジョンのキャッチフレーズ・

テーマ）」を検討しました。 
・市民に分かりやすく、景観づくりへの参加意欲等の意識向上を図ることにより、

共通認識を醸成することをねらいとしました。 

プログラム

と作業概要 

１．開会あいさつ 

２．前回のおさらいとウォーミングアップ 

  前回時間不足となったＢグループの「工場景観」「基地景観」の景観づくりの目

標像について、付箋紙に景観づくりのキーワードを書き出し、共通した付箋紙を

グルーピングすることにより、キャッチフレーズやテーマとしてまとめました。 

３．景観ビジョンのキャッチフレーズ・テーマを考えよう 

  付箋紙に、岩国市全域を捉えた景観づくりのキーワードを書き出し、共通した

付箋紙をグルーピングすることにより目標像に盛り込むキーワードを抽出すると

ともに、キーワードを使ったキャッチフレーズ・テーマをまとめました。 

５．まとめ 

７．お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討の様子 

ワークショップ後の集合写真
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【岩国市に見られる景観タイプと景観づくりの目標像（追加検討）】 

景観タイプ 景観づくりの目標像 

工場景観 『瀬戸内海に似合った工場景観』 

基地景観 『世界の異文化と交流できる夢の飛行場景観』 

 
【景観ビジョンのキャッチフレーズ・テーマを考えよう】 
抽出されたキーワードをもとに目標像に盛り込むフレーズを５つ抽出しました。 
 
 
 
 
上の５つのフレーズを使ったキャッチフレーズの案を考えてみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のキャッチフレーズを踏まえ、景観ビジョンのキャッチフレーズ・テーマを以下のようにまとめました。 

『創生』 『再生』 『ふれあい』 『美しい』 『調和』 

『「美しい岩国」の景観づくり』          
『自然・歴史を未来へつなぐ心』 
『美しきふれあいの心 未来へつなぐ岩国』  
『調和があり ふれあいある心 岩国』 
『自然と歴史に富んだ岩国の景観を美しい心で創ろう』 
『岩国の歴史と自然を再生し 未来へつながる景観づくりをしよう！』 
『岩国の歴史と自然を見直し 皆で未来につながる景観づくりをしよう！』 
『美しい自然と歴史を未来へつなぐ景観のまち岩国』 
『調和のとれた美しいふれあい景観の創生』 
『再生と調和 美しい心 自然 歴史を未来へつなぐ景観づくり』 
『歴史の町 美しい自然と心を未来へつなごう』 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』 

ー再生と創生 調和あるまちづくりー 
○埋もれた文化や自然を見つめ直し よみがえらせ（再生）  

夢のある未来を創生する 
○美しい自然 由緒ある歴史 伝統文化をつなぐ 
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  ■平成２１年度 第１回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成21年7月5日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参 加 人 数 １4名（３グループに分かれて検討） 

目 的 ・ミッションを通じて岩国市の良好な景観づくりのための主体は「誰」か、また各

主体が「どのような役割」を担うべきかを考えました。 

プログラム

と作業概要 

１．開会あいさつ 

２．参加メンバーの紹介 

  グループ内で、隣に座った参加者の他己紹介を行いました。 

３．ミッション：『良好な景観づくりの役割分担を整理せよ！』 

付箋紙に「景観づくりの主体」を書き出し、同じカテゴリーでまとめられる付

箋紙をグルーピングすることにより、景観づくりの主体の整理を行いました。 

  次に、整理された景観づくりの主体に求められる役割と取組の概要を付箋紙に

書き出し、共通する付箋紙をグルーピングしながら、各主体の役割についてまと

めました。 

５．グループ発表 

  各グループの代表による発表を行いました。 

６．まとめ 

７．お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループの検討の様子 

各グループの発表の様子 
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【景観づくりの主体と役割】 

主体 主体の構成 基本的な役割

①行政 国、山口県、岩国市（若い公務員）、学校 
広報・支援・
予算づくり 

②事業者 

商工業：商工会、工事業者、運送業者、商店街 
農林漁業：農協、農家、漁家、林業経営者 
観光・ﾏｽｺﾐ：旅行会社、観光ﾊﾞｽ、旅行者相手の商店、広島や山口のﾃﾚﾋﾞ局、新

聞社、観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞ 

専門性を活か
して先頭に立
つ 

③市民 

個人；景観ｳｫｯﾁｬｰ、時間的に余裕のある定年組、教師OB、ﾍﾟｯﾄを飼っている人、
歩行者、車に乗る人、自転車の乗る人、景観に理解のある人々、地域の歴
史家、若者 

団体：町内会、地域の市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ、各種団体のﾘｰﾀﾞｰ、行政がらみのｸﾞﾙｰﾌﾟ（婦
人会等）、祭り等の市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ、歴史研究会 

参加・伝承・
行動 

④観光客 観光客 － 

 

グループA 

 
 
【景観づくりの主体と役割】 

主体 主体の構成 役割 

①事業者 企業、商工関係者、農業生産者、伝統技術保持者 資金調達・交流・教育（④に対する支援）

②住民・市民 
自治会、土地の人、老人ｸﾗﾌﾞのﾒﾝﾊﾞｰ、老健施設、
病院、学生、学校、先生 

交流・人材育成・情報発信 
（④に対する支援） 

③行政 山口県、岩国市 
体制整備・人材育成・資金調達 
（①、②、④に対する支援） 

④プロジェクト
グループ（①～
③をつなぐグル
ープ） 

景観ｳｫｯﾁｬｰ、地旅の人、美竹林ｸﾞﾙｰﾌﾟ、歴史同好
会、街づくり団体、生活改善ｸﾞﾙｰﾌﾟ、景観案内人、
各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ、文化団体、趣味が同じ人達、
ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰ、意見を同じにする仲間 

基本理念を実現するための実行班 

 

グループB 

 
 
【景観づくりの主体と役割】 

主体 主体の構成 役割 

①行政 国、山口県、岩国市、警察、岩国基地（米軍） 支援する立場 

②事業者 

商業：商工会議所、商店主･商店街、商店連盟会、旅館･ホテル 
観光：観光協会 
土木：建築業者、土木業者、設計士、道路路線設計関係 
工場：事業者（工場、会社） 
組合：河川組合、漁業組合（農林水産業関係） 
その他：神社･仏閣 

協働・協力する立場 

③市民 
個人：岩国をふるさととする人、住民、学生（小･中･高） 
組織：町内会、自治会、老人ｸﾗﾌﾞ 
その他の立場：動植物研究者、農家 

行動する立場、支援を
受ける立場（景観づく
りの出発点） 

④景観守りタイ 
（①～③の間を
つなぐｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

景観ｳｫｯﾁｬｰ、自然保護団体、各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 
①～③の間をつなぎ、
活動を展開する立場

 

グループC 
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  ■平成２１年度 第2回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成21年8月23日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参 加 人 数 １3名（３グループに分かれて検討） 

目 的 ・ミッションを通じて景観ビジョンの基本目標、基本方針を具体化するための取組

や行動メニューを整理しました。 

プログラム

と作業概要 

１．開会あいさつ 

２．前回のおさらい 

３．ミッション：『良好な景観づくりのために必要な取組・行動を整理せよ！』 

付箋紙に景観ビジョンの４つの基本目標に対する「取組・行動」を書き出し、

同じカテゴリーでまとめられる付箋紙をグルーピングすることにより、各主体に

必要とされる取組・行動の整理を行いました。 

４．グループ発表 

 各グループの代表による発表を行いました。 

５．まとめ 

６．お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各グループの検討の様子 

各グループの発表の様子 
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【景観づくりに必要な取組・行動】 

基本目標 取組・行動 関係する主体 

制度運用 行政、事業者・団体 

行動・アクション 行政、市民･住民、事業者･団体、観光客･観光事業者（外部）岩国らしい景観づくり 

広報・ＰＲ 行政、市民･住民、事業者･団体、観光客･観光事業者（外部）

制度 市民･住民、事業者･団体 

広報（教育） 観光客･観光事業者（外部） 人や心を育てる景観づくり 

教育 行政、市民･住民、事業者･団体 

制度 行政 

教育 行政 

情報･広報 行政、事業者･団体、観光客･観光事業者（外部） 
人が交わる景観づくり 

行動 市民･住民、事業者･団体 

行動 事業者･団体 

制度 行政、市民･住民、事業者･団体 市民協働による景観づくり 

広報 観光客･観光事業者（外部） 

 

グループA 

■「岩国らしい景観づくり」に対する各主体の取組･行動 ■「人や心を育てる景観づくり」に対する各主体の取組･行動

■「人が交わる景観づくり」に対する各主体の取組･行動 ■「市民協働による景観づくり」に対する各主体の取組･行動 
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【景観づくりに必要な取組・行動】 

基本目標 関係する主体 取組・行動 

市民 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑへの人材提供 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 専門分野の実行班の立ち上げ･活動 など 

行政 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑとの連携 
岩国らしい景観づくり 

事業者 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの支援 

市民、行政、事業者 教育、参加、人材の提供 など 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 人を育てる講座･イベントの企画 など 人や心を育てる景観づくり 

行政 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑとの連携 

市民 発表会や交流イベント、研修の開催 など 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 景観資源の保護やＰＲ，景観に接する場づくり など 

行政 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの活動に関する環境づくり など 
人が交わる景観づくり 

事業者 景観に配慮した事業の実施 など 

市民、行政、事業者 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの重要性ＰＲ，設立支援 
市民協働による景観づくり 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 景観レスキューの設立等の体制整備 など 

 
 
 

グループB 

■「岩国らしい景観づくり」に対する各主体の取組･行動 ■「人や心を育てる景観づくり」に対する各主体の取組･行動

■「人が交わる景観づくり」に対する各主体の取組･行動 

■「市民協働による景観づくり」に対する各主体の取組･行動 
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【景観づくりに必要な取組・行動】 

基本目標 各主体の取組・行動 各主体の関係 

岩国らしい景観づくり 

行政：ルールづくり、費用（財政） 

事業者：費用補助、協力・連携、 

資源の活用 

景観守りタイ：機会づくり 

市民：発掘・発見 

 

 

 

 

人や心を育てる景観づくり 

行政：パイロット景観づくり、ＰＲ 

事業者：体験する場の提供 

景観守りタイ：発信、企画 

      

市民：参加、モラルを育てる 

 

 

 

 

 

人が交わる景観づくり 

行政：評価、ＰＲ、組織づくり 

事業者：祭り、イベントの実施 

景観守りタイ：祭り、イベントの実施

市民：祭り、イベントの実施 

 

 

 

 

市民協働による景観づくり 

行政：イベント、組織づくり、 

PDCAサイクルの確立 

事業者：企画、ボランティア 

景観守りタイ：窓口、ＰＲ 

市民：掘り起こしチェック 

Ｐ（プラン） 

⇒行政、事業者、景観守りタイ 

Ｄ（行動） 

⇒市民 

Ｃ（チェック） 

⇒市民 

Ａ（見直し） 

⇒行政、事業者、景観守りタイ、市民

 

グループC 

 
行政 事業

景観守りタイ

市民 

<地域間の交流＞ 

市
外
の
助
っ
人

機会づくり、参加

連携 

 行政 事業

景観守りタイ

市民 

協働に 

よる行事 

ＰＲ 提供 

 行政 事業

景観守りタイ 市民

予算

企画 参加

支援
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  ■平成２１年度 第３回岩国景観ワークショップ 

ワークショップの内容 

開 催 日 平成21年10月25日 13:30～ 

場 所 岩国市役所５階 51・52会議室 

参 加 人 数 ９名（２名一組のチームで検討） 

目 的 ・景観ビジョンに反映できるような市民参加型のプロジェクトを検討しました。 

プログラム

と作業概要 

１．開会あいさつ 

２．前回のおさらい 

３．ミッション：『良好な景観づくりのためのプロジェクトを立ち上げよ！』 

  2名1組のチームになり、担当するテーマを決めてプロジェクトの案を検討し

ました。 

４．全員による検討したプロジェクトの発表 

５．まとめ 

７．お知らせと閉会挨拶 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討の様子 

ワークショップ後の集合写真
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【良好な景観づくりのためのプロジェクト】 
  以下の8つのテーマをもとに、下表のようなプロジェクトの検討を行いました。 

①市街地の景観づくり ②農村の景観づくり ③自然景観の保全や活用 ④歴史的な景観の保全や活用 

⑤総合的な景観づくり ⑥人材育成や教育を通じた景観づくり ⑦情報発信や交流を通じた景観づくり 

⑧その他自由テーマ 

テーマ プロジェクト名 プロジェクトのねらい プロジェクトの概要 
①、⑤ 『ぐるりん観光 

いわくに。』 
点在する観光を滞在型の観光
に 

錦川上流より下流まで地域を 5 地域に区
分し、食と農林と景観のマッチングをつく
りだす。 

② 『農業の魅力の発掘』 ・楽しく、やる気の出る農業 
・農地風景に感動できるものと
する 

農業体験や作物の風景見学、作物を味わう
ことで農村部と都市部の連携を生み出す。

② 『岩国市の農産物を 
五感で感じよう！』 

各地域の農産物等を良好な景
観形成を図るためのツールと
して、農村景観の保全を図る 

各地域の農産物を景観形成産品と指定し、
地域住民ならびに来訪者に対して四季を
通じてその育成状況を五感で体感する。

③ 『吉香公園の堀の 
水の浄化』 

夏場に水温が上がり水質が悪化す
る吉香公園の堀を竹炭により改善
するとともに、使用済の炭を肥料
として活用する。 

美竹林ボランティアの整備活動から発生
する竹を活用し、竹炭による水質浄化の効
果やその後の堆肥化についての効果検証
を行う。 

③ 『巨樹名木の保全』 ・市内の巨樹、名木の市民共有
化と一般PR 
・該当樹の保全 

該当樹木のリストアップから評価を行い、
所有者の協力を得ながら保存樹木の指定
と点検・管理を行っていく。 

③ 『河川景観の 
保全と充実』 

清流錦川の景観充実 河川堤防をスーパー堤防化することで多
目的道路とし、桜等の植樹や河川内の樹
木管理、不法投棄の監視等を行っていく。

④ 岩国の風習を残し、地
域コミュニティーを結
成しよう『生活景 発
掘継承プロジェクト』 

なにげない生活の一部である
地域の歴史や文化を見直して
いくことが、生活にとけ込んだ
違和感の無い景観づくりとな
る 

生活景を広く募集して生活景大賞などの
表彰を行うとともに、更なる調査による
資料の保存、イベント的に復活させてい
くなど、生活景の発掘と維持継承を行う。

⑤ 『チャレンジ』 歴史と自然の再現 岩国往来の松尾峠周辺の再生と遊歩道を
ボランティアで整備し、景観をよみがえ
らせる。 

⑥ 『後世につなげる 
景観づくり』 

地域の歴史や特性を知り、地域
への愛着と景観を守る意識を
持ってもらう 

授業やクラブ活動などでの伝統芸能体験
など、学校や地域を巻き込んでその地域
の歴史を知ることで、地域の景観を守る
意識を向上させる。 

⑦ 『岩国市の景観  
（公募）写真展』 

市民の景観への関心を得るこ
とで「良い景観づくり」への理
解・協力を得る 

市民に呼びかけて写真を公募し、写真展
などでのスライドショーを行うことで、
景観資源の発掘や再認識、啓蒙を図る。

⑦ 『岩国市の 
景観ツアー』 

未来へつなぐための意義を認
識する啓蒙 

景観ツアーを組み、各地区でインタープ
リターを行う。 

⑦ 『広報、宣伝、PR用の 
「岩国市のすばらしい 
景観の写真ポスター」 

の作成』 

「岩国市のすばらしい景観」を
知ってもらう 

広報、宣伝、PR 用の「岩国市のすばら
しい景観の写真ポスター」を作成する。

⑧ 『「子ども中心」 
での提案』 

親が一緒にくるテーマ 流鏑馬（ヤブサメ）の開催など、子供が
興味を持つイベント開催により、親子で
の歴史的な研究や景観づくりを促してい
く。 
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３．景観づくりに関連した活動団体一覧 

団体名 規模 活動の概要 

岩国往来まちづくり協議会 約20人 

10団体 

岩国往来を復元し、過疎化した街道沿いのまちを活性化すること

を目的として、岩国往来の調査や復元整備、ウォーキングイベン

トの開催などを行っている。 

岩国地旅の会 約15人 全国から岩国を訪れる旅行者をもてなし、満足と感動を得られる

旅を提供することを目的として、岩国の魅力を活かした体験・交

流型の旅のコーディネートなどを行っている。 

岩国まちづくり桜の会 約15人 岩国市の観光魅力アップのため、錦帯橋のある城下町のにぎわい

と活性化の創出を目的として、地域のイベント事業に積極的に協

賛・参加している。 

岩国町並み保存の会 約100人 錦帯橋周辺の岩国地区のまちなみ保存を目的として、伝統的建造

物群保存地区制度を分かりやすく紹介した会報の作成や、先進地

視察会の企画などの活動を行っている。 
玖珂ユウキの会 約25人 玖珂町内の登山道の整備や、草刈、標識や巣箱の設置などを行っ

ている。また、ホタルの里づくりとしてホタルの飼育から放流ま

で手がけるなど幅広い活動を行っている。 

景観ウォッチャー 約40人 岩国市が市民と一緒に景観づくりに取り組むために設けた制度

で、地域の景観を学ぶ活動や、景観ビジョン策定のためのワーク

ショップへの参加など、市民レベルの景観専門家としての活動を

展開している。 

周東里山の会 約20人 周東町の森林体験交流施設「丸太村」周辺を中心として、森林整

備や里山文化の継承、ビオトープ整備など、里山の保全に向けた

幅広い活動を行っている。 

神東地域振興協議会 約770人 由宇町神東地域の活性化のため、竹林整備講習会や農地・里山保

全に向けた地域の景観保全プロジェクト、フラワーロードの整備

などの活動を行っている。 

周防祖生の柱松行事保存会 約190人 重要無形民俗文化財で、江戸時代中期から継承されている「周防

祖生の柱松行事」の保存を目的に、中村地区、山田地区、落合地

区の3地区において毎年柱松行事を開催している。 

美竹林ボランティア錦川 約50人 岩国市横山や錦川沿岸河川敷で、竹やぶを整備し、日本三大美竹

林と称賛される美竹林を再生し、市民の憩の場とする活動を行っ

ている。 

山代神楽連絡協議会 約120人 山代地域の７神楽団体によって設立され、毎年１１月末に開催す

る「山代神楽共演大会」の企画・運営や、他地域の団体との交流

や山代神楽のPRなどの活動を行っている。 
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４．景観ウォッチャーが集めた主な景観資源 

 景観ウォッチャーの活動の中で、これまでに市内にある数多くの景観資源を収集・整理してきました。

ここでは収集された各地域の様々な景観資源の一部を紹介します。 

 

景観資源の概要 写真 

名 称 錦帯橋周辺の桜 

所 在 地 岩国市横山 

特 徴 桜の名所百選にも選ばれており、桜の開花時

期には多く人々が訪れます。桜がある鵜飼広

場はもちろん、錦帯橋の上や下、または錦見

側などから見ても大変綺麗です。 

 

名 称 紅葉谷公園の紅葉 

所 在 地 岩国市横山 

特 徴 紅葉谷公園は、常に落ち着いた雰囲気に包ま

れた風流な場所で、紅葉の季節などは趣があ

り、観光客の目を楽しませています。 

 

 

名 称 横山の桜のトンネル 

所 在 地 岩国市横山 

特 徴 錦帯橋への玄関口の一つであり、桜の開花時

期にはバスや車の中から、または歩道から見

事な桜並木が見られ、多く人々が訪れます。

 

 

 

 

名 称 錦川沿いの竹林 

所 在 地 岩国市横山から御庄までの錦川沿い 

特 徴 横山ではボランティアにより竹藪を整備して

いるところもあり、竹林の中で降り注ぐ木漏

れ陽や、通り抜ける風の心地よさを体験でき

ます。 
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景観資源の概要 写真 

名 称 川下のクスノキ群 

所 在 地 岩国市楠町 

特 徴 錦川が、門前川と今津川に分かれ、三角州を

形成する頂点辺りにクスノキの巨樹群がそび

え立ちます。県の天然記念物にも指定されて

いる樹齢300年を超えるクスノキの古木は、

江戸時代の初め、門前川の堤防改修工事のた

めに植えられたものです。 

 

 

名 称 今津川、門前川のシロウオ漁 

所 在 地 岩国市旭町他 

特 徴 今津川、門前川で古くから行われてきた漁で

す。早春には河口のあちこちに堰が見られま

す。 

 

 

 

 

 

名 称 通津美が浦公園の日の出 

所 在 地 岩国市通津 

特 徴 岩国市は、東側が海岸に面しているため、日

の出を眺めるには絶好の環境にあります。多

島美を誇る瀬戸内海の中でも岩国市は近くに

島が多い場所であり、さらに美しさを増して

います。 

 

 

 

名 称 銭壷山から眺める瀬戸内海 

所 在 地 岩国市由宇町深山 

特 徴 銭壷山の山頂からは、晴れた日には四国まで

眺望でき、朝、昼、夜と時間帯によって様々

な顔を見ることができます。 
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景観資源の概要 写真 

名 称 比叡神社の桜並木 

所 在 地 岩国市玖珂町谷津上 

特 徴 比叡神社の参道には多くの吉野桜、山桜が植え

られており、春には花見客で賑わいをみせてい

ます。また、社頭には樹高30ｍ以上、樹齢

1,000年以上の夫婦杉があります。 

 

 

 

 

名 称 上谷地区の棚田 

所 在 地 岩国市玖珂町上谷 

特 徴 地域一体となって守られてきた美しい石垣状

の棚田が広がり、四季折々で様々な顔を見るこ

とができます。 

 

 

 

 

名 称 野口下からの日の入りの光景 

所 在 地 岩国市玖珂町野口下 

特 徴 野口下から、蓮華山、鞍掛山の山並みに沈む夕

陽が田園の水面に映る光景を見ることができ

ます。 

 

 

 

 

名 称 霧中の成君寺参道と山門 

所 在 地 岩国市本郷町宇塚 

特 徴 本郷町の中心地から北にそびえる成君寺山の

中腹に創建された山代地域で最も古いお寺で

す。苔むした階段を上ると古びた山門があり、

霧の中では神秘的な幻想を感じることができ

ます。 
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景観資源の概要 写真 

名 称 中山川ダム周辺 

所 在 地 岩国市周東町中山 

特 徴 平成8年に完成した中山川ダムの周辺には緑

豊かな自然が残り、自然とのふれあいやレクリ

エーションの場が整備され、バス釣りやウェイ

クボードなど、ニュースポーツが盛んです。

 

 

 

 

名 称 宇佐八幡宮の巨樹群 

所 在 地 岩国市錦町宇佐 

特 徴 宇佐八幡宮境内には山口県の天然記念物にも

指定された樹齢1,000年を超えるスギ・ヒノ

キの巨樹が多くあり、昼なお暗く偉観です。

 

 

 

名 称 沼田・後野の棚田 

所 在 地 岩国市錦町沼田、後野 

特 徴 神々の里として知られる沼田地区や羅漢山の

中腹に位置する後野地区の棚田は昔ながらの

農地が見られる絶景です。 

 

名 称 亀山公園のツツジと桜 

所 在 地 岩国市美川町根笠 

特 徴 根笠小学校跡の裏山では、ツツジと桜が同時に

咲きます。小さい山全体が、地域の住民が植え

込んだツツジで満開になり、その周りの桜が同

時に咲くことで、人々の目を楽しませてくれま

す。 
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景観資源の概要 写真 

名 称 蕎麦の脱穀 

所 在 地 岩国市美川町添谷 

特 徴 この地域では昔ながらの収穫方法が行われて

います。また、家族連れで種蒔き、刈り取り、

脱穀、食事の体験ができます。 

 

名 称 鉱山の桜 

所 在 地 岩国市美川町小川 

特 徴 鉱山住宅の家並みの中に多くの桜が咲いてお

り、元選鉱場の上からは、斜面の菜の花や鳥の

さえずりもあわさって、すばらしい景観を見せ

てくれます。 

 

名 称 松尾峠 

所 在 地 岩国市美和町長谷他 

特 徴 江戸時代、岩国往来を通って多くの人々が本郷

から岩国へと歩きました。岩国往来最大の難所

であった松尾峠には、当時の石垣や道が残り、

いにしえの旅人の様子が偲ばれます。 

 

名 称 弥栄湖・弥栄大橋 

所 在 地 岩国市美和町百合谷他 

特 徴 平成3年度に完成した「弥栄ダム」の上流部に

位置し、弥栄ダムと併せて美和地域の観光スポ

ットになっています。水辺公園や遊歩道等も整

備され、憩いの空間として親しまれています。

 

 
 
 



 
参考資料 
 

52 

５．用語解説 

 
あ 

アウトドア 屋外で行うスポーツやレジャーの総称。 

出雲国富田 現在の島根県安来市広瀬町周辺。 

岩国往来 岩国城下と山代地域を結ぶ歴史的な街道。 

岩国半紙 岩国地方に産するコウゾを原料とした上質の半紙で、天正年間（1573年から

1592年）に作り始められた。岩国紙ともいう。 

屋外広告物 はり紙、はり札、看板、広告幕、懸垂幕、アドバルーン、電柱・街灯柱広告、電飾・

電光広告、広告板、広告塔、アーチ広告などを指す。 

か 

海岸保全施設 海岸保全区域内にある堤防、突堤、護岸、胸壁、離岸堤、砂浜（指定したものに限る）、

その他海水の侵入又は海水による侵食を防止するための施設。 

河畔林 河川の周辺に繁茂する森林。 

玖珂盆地 通称「玖西盆地」のこと。 

景観行政団体 景観法に基づいて良好な景観形成のための具体的な施策を実施していく自治体。 

港湾の施設 港湾法上の港湾施設とは、港湾区域及び臨港地区内にある水域施設、外郭施設などに

限定されているが、「港湾の施設」は この限定された港湾施設を意味するのではなく、
社会通念上の港湾すなわち海陸交通の結節点としての活動やマリーナなど港湾を利

用する人々の活動が行われている全ての港湾において、これらの港湾を形成する施設

を指す。 

さ 

山陽道 
江戸時代には西国街道とも呼ばれ、古来から陸路往来の主要な道として利用された歴

史的な街道。 

自然景勝地 山林、渓谷、河川、海岸等の自然の風景が優れている土地のこと。 

重厚長大型の産業 高度経済成長期に我が国を支えた造船や鉄鋼等の産業形態を示す語。 

世界文化遺産 人類文化の遺産を保護するためユネスコが昭和47年（1972年）に採択した「世界

文化および自然遺産保護協約」に従って指定された遺産を世界遺産といい、文化遺産、

自然遺産、両者の要素をもった複合遺産の３つがある。 

た 

タウンウォッチング 街の風景を観察すること。 

中山間地域 平野の周辺部から山間部に至る、まとまった平坦な耕地が少ない地域。 

伝統的建造物群 

保存地区 

昭和50年（1975年）の発足で、城下町、宿場町、門前町等全国各地に残る歴史的

な集落・まちなみの保存を図る制度。伝統的建造物群保存地区は市町村が定め、その

中から国が特に価値が高いと選定したものが「重要伝統的建造物群保存地区」となる。 

な 

日本三大美竹林 錦帯橋から錦川の上流数キロに渡って続く竹林は、京都の嵯峨野、岐阜の揖斐川とと

もに日本三大美竹林の一つと称されている。 

は 

風致地区 都市における樹林地、水辺地などで構成された良好な自然的景観を維持するため、都

市計画法により都市計画で定められる地区。 
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や 

山代街道 長州藩の萩城下と紙の産地であった山代地域を結ぶ歴史的な街道。 

山代地域 錦町、本郷町、美和町、美川町地域一帯を指す。 

ら 

ランドマーク 地域の目印や象徴となる地形物や建造物などの特徴物を指す。 

歴史まちづくり法 正式名称は「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」。地域の歴史的

風致を維持・向上させ、後世に継承させるために平成20年（200８）年に施行され

た。市町村の計画を国が認定し、認定計画に基づいた事業実施の支援を国が行うもの。 

わ 

ワークショップ 元々は「作業場」「工房」など、共同で何かを作る場所を意味する言葉で、「参加体験

型のグループによる学習や創造の場」のこと。 

英字 

BOD濃度 生物化学的酸素要求量（Biochemical Oxygen Demand）を略したもので、河川の

汚濁を測る代表的な指標の一つ。ＢＯＤ濃度が低ければ、水中に腐敗性の物質が少な

いことを意味する。 

NPO 民間非営利団体（NonProfit Organization）を略したもので、様々な分野において、

自発的に社会貢献活動を行う、営利を目的としない団体。 

 
 
 



 
 
 

 

 
 

【表紙・裏表紙写真】 
＜表紙＞ 
 岩国市の景観を特徴づける代表的な景観の写真を表紙に掲載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜裏表紙＞ 
   岩国城からみた城下町と市街地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

都市と生活の景観 

（市役所周辺の中心市街地） 

歴史文化と生活の景観 

（錦帯橋
きんたいきょう

） 

海と生活の景観 

（銭壷山
ぜにつぼやま

からみた瀬戸内海）

川と生活の景観 

（錦川
にしきがわ

） 

農地と生活の景観

（尾津
お づ

のハス田） 

山と生活の景観 

（らかん高原） 

岩国市景観ビジョン 
～自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国～ 
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